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研究概要 

 

Ⅰ. 基礎研究 

１．腎機能障害に伴う血管障害ならびに骨代謝異常の研究 

  慢性腎臓病における骨ミネラル代謝異常をメインテーマとし、血管石灰化の機序解明を目的とした血管  

および骨組織を用いた研究を行っている。In Vitro における血管培養による高リン負荷による血管石灰化

モデルを用いた石灰化促進および抑制因子の検討を行っている。さらに骨由来のリン利尿因子である

FGF-23 の血管および骨組織における発現およびその制御機構に関する研究を行っている。 

２．腎機能障害に伴う筋肉代謝異常並びにサルコペニアの研究 

   慢性腎臓病における筋肉代謝異常並びにサルコペニアは高齢化社会を迎えるわが国にとって深刻かつ重要

な研究テーマとして基礎研究を行っている。具体的には in Vitro における筋芽細胞培養系を骨ミネラル代

謝と筋肉代謝異常とサルコペニア発症機序の検討を行っている。特にリン代謝並びにマグネシウム代謝と

の関連性を追求している。 

３．腎と免疫研究 

  これまでに、カルシウムーリン代謝に重要な役割を果たしている FGF23 が骨細胞以外に免疫系に関わる

重要な臓器である脾臓において形質細胞様樹状細胞が産生し、そのリガンドである Klotho を成熟した B

細胞が発現し FGF23-Klotho 系が免疫にも関与することを明らかにしてきた。さらに、透析患者の末梢血

で Klotho 陽性 B 細胞が減少していることを見出し、このことが腎不全患者における易感染性の原因の一

つと考えられた。現在、腎不全患者の末梢血 B 細胞における Klotho 発現低下の機序について研究を行っ

ている。 

４．急性腎障害研究 

急性腎障害は医療が進歩した現代においても、未だ予後不良の合併症であり、根本治療は確立されていな

い。急性腎障害モデルを用い、その回復機構のメカニズムや予防的因子の検討を行っている。また、水素

の急性腎障害に対する軽減効果に関する研究も行っている。 

 

Ⅱ. 臨床研究 

１. CKD 対策 

CKD 患者対策として、腎臓専門施設における CKD 患者の紹介初診の現状と透析導入の現状を分析し、適

切な時期での紹介をはかるための対策を進めている。 

２. CKD 患者予後改善にむけた研究 

   ・石灰化予防にむけた研究 

   ・サルコペニア、フレイルと予後に関する研究 

   ・CKD 患者における脂質の役割に関する研究 

   ・保存期腎不全期の管理と予後研究 

３. 急性血液浄化研究 

   ・急性腎障害に対する急性血液浄化療法と予後に関する研究 

４. シャント研究 

   ・透析患者のシャント長期開存にむけた研究 
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演「CFI 遺伝子変異を伴い aHUS に C3 腎症をオーバーラップした 1 例」第 53 回日本腎臓学会西部学術

大会 2023.10.7-8 岡山 
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ー「尿細管間質性腎炎を呈したシェーグレン症候群合併顕微鏡的多発血管炎の一例」第 53 回日本腎臓学

会西部学術大会 2023.10.7-8 岡山 

５．橋本整司・小林聡・楠部万莉・秦薫・石井保志・秦聡・辻隆裕：ポスター「急速進行性の腎機能障害を呈

したシェーグレン症候群とサルコイドーシスのオーバーラップの一例」第 53 回日本腎臓学会西部学術大

会 2023.10.7-8 岡山 

６．小林聡・秦薫・楠部万莉・仲川心平・辻隆裕・橋本整司：ポスター「SARS-CoV-2 ワクチン接種後に半月

体形成性腎炎を発症したと考えられる２例」第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 2023.10.7-8 岡山 

７．信貴勇佑・石井智美・玉置瑛一朗：ポスター「溶連菌感染を背景にネフローゼを呈した C3 腎炎に，ミコ

フェノール酸モフェチル（MMF）を導入して改善した一例」第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 

2023.10.7-8 岡山 

８．大道竜也・村津淳・岡本幸大・島田素子・松本直也・和田龍也・倭正也・荒木信一・重松隆：口演

「COVID-19mRNA ワクチン接種後に肉眼的血尿を認めた好酸球性多発血管炎性肉芽症(EGPA)の 1 例」

第 53回日本腎臓学会西部学術大会 2023.10.7-8 岡山 

９．石井智美・信貴勇佑・玉置瑛一朗：口演「偽性アルドステロン症と subclinical Cushing 症候群を合併し治

療に難渋した症候性低 K 血症の一例」第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 2023.10.7-8 岡山 

１０．有田一翔・秦薫・楠部万莉・小林聡・橋本整司：口演「ミルクアルカリ症候群による高カルシウム血症で

急性腎障害を起こした一例」第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 2023.10.7-8 岡山 

１１．島田素子・村津淳・岡本幸大・大道竜也・松本直也・和田龍也・中村雄作・重松隆：口演「可逆性後頭葉

白質脳症(PRES)を合併した抗糸球体基底膜腎炎の一例」第 53回日本腎臓学会西部学術大会 2023.10.7-8 

岡山 

 

 

 ｅ）その他（研究会等） 

１．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の現況と課題」第 98回大阪透析研究会 2023.3.5 大阪 

２．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防を目指した治療戦略」第 15 回和歌山腎研究会学術講

演会 2023.2.16 和歌山 

３．荒木信一：特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」第 14 回東近江糖尿病研

究会 2023.2.25 東近江 

４．荒木信一：特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」第 13 回北九州栄養研究

会 2023.5.18 北九州 

５．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防を目指した集学治療の重要性」第 29 回新潟糖尿病性

腎症研究会 2023.9.14 新潟 

６．大矢昌樹：ランチョンセミナー「透析液組成から考える MBD 管理」第 98 回大阪透析研究会 2023.3.5 

大阪 



７．大矢昌樹：Web特別講演「透析患者における SHPT治療―服薬アドヒアランスの観点から―」第 50 回諏

訪透析研究会 2023.11.16 諏訪 

８．山本脩人・山野由紀子・田中佑典・矢野卓郎・中島悠里・大矢昌樹・荒木信一・神谷政人・玉井定子・岡

本幸春：一般演題「シャント頻回狭窄例における Drug－Coated Balloon（DCB）の使用成績」第 91回

和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

９．山野由紀子：一般演題「急速進行性に末期腎不全に至った高齢孤発の髄質嚢胞性腎疾患の一例」第 15 回

和歌山腎研究会学術講演会 2023.2.16 和歌山 

１０．大澤恒介：一般講演「CKD 患者における SGLT2 阻害薬による血清 Mg 変動について」第 2 回心・腎・

糖研究会 2023.10.26 和歌山 

１１．北田宗弘：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防を目指した治療戦略」島田市 DKD 研究会 2023.2.21 

島田 

１２．下中克仁・植木隼人・東本勇太・杉本祐也・塩路好之・高居俊文・安圖和憲・有馬三喜・笹原寛・芝地栄

登・前田有香・後藤哲也・児玉直也・前田明文・児玉敏宏：一般演題「当院における Vascular Access(VA)

管理の取り組み」第 91 回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１３．柴田歩・野田香織・松原理沙・森通・下岡典子・亀田智子・龍田寛子・熊代千彰・奥村浩明・福田眞弓・

淺田由美・高尾舞子・箱﨑耕一・山本晃代・松尾淳一・濱﨑智弘・大浦義典・大浦真紀：一般演題「PTA

前後の上腕動脈血流量（FV）の変化」第 91 回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１４．小緑翔太・嘉藤光歩・児玉健志・山崎瑞歩・栃尾明・小西諒・大森翔平・杉谷盛太・東義人：一般演題「黄

色ブドウ球菌菌血症により播種性病変とそれに隣接する感染性動脈瘤をきたした血液透析患者の例」第 91

回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１５．中尾安希・林真紀・貴志千秋・森本理佐・小田稔・成川暢彦：一般演題「透析患者の欠食率改善を目指し

て」第 91回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１６．南紗希・雑賀美香・神谷政人・玉井定子・岡本幸春・山本脩人・篠﨑宏光：一般演題「維持透析中の銅欠

乏症に対して食品を用いて銅補充を行った 2例」第 91回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１７．宇井広士・松根慶子・上野通子・羽山高史・山口美怜・小淵京・石本杜樹・藤田圭一・龍田浩一：一般演

題「透析液ブドウ糖濃度の違いによるⅠ型糖尿病透析患者のブドウ糖液投与回数の変化」第 91 回和歌山

透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１８．小西諒・杉谷盛太・山崎瑞歩・児玉健志・栃尾明・大森翔平・嘉藤光歩・小緑翔太・東義人：一般演題「口

腔由来の内因性感染が原因と考えられた Viridans Streptococcusによる PD 関連腹膜炎の２例」第 91回

和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

１９．北野真斗・住屋由季・田村理絵・辻内政行・加太勇・北原佳典・前田有香・笹原寛・芝地栄登・後藤哲也・

児玉直也・児玉敏宏・前田明文：一般演題「抜針リスクコアシートの作成・評価について」第 91回和歌

山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

２０．小林直美・北山順英・中元準・山田優紀・山岡慶之・寺口真年：一般演題「透析患者における骨粗鬆症の

有病率と透析期間、原因疾患との関連について」第 91回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

２１．岡隆子・大谷ひろ子・中村いつ子・畦智美紀・下地規夫・土谷比奈子・中西朋代・汐崎くるみ・田垣恵美・

和平智子・箱棟弥希・前地三枝・越村邦夫：一般演題「当院における高齢透析患者の ADL 低下対策」第

91回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

２２．山田優紀・中元準・北山順英・寺口真年：一般演題「透析患者におけるデノスマブ・ロモソズマブの有効

性の比較検討」第 91回和歌山透析研究会 2023.12.10 和歌山 

２３．林京平・大谷晴久・芝地栄登・前田有香・笹原寛・栗本建也・谷口広子・三田裕規・川口勝・山口伸・児

玉直也・児玉敏宏・前田明文・前島悦子：一般演題「透析中運動療法と運動習慣」第 91 回和歌山透析研

究会 2023.12.10 和歌山 

２４．巽朋子・吉岡陽子・荻有・西出るみ子・安村正枝・刀禰佳典・園部美弥彦・根木茂雄・雑賀保至・藤井良

幸：一般演題「認知症患者へのアプローチ〜パーソン・センタード・ケア（PCC）を取り入れて〜」第

98回大阪透析研究会 2023.3.5 大阪 

２５．田中香月・堀内陽子・平井悦子・荻有・安村正枝・刀禰佳典・園部美弥彦・根木茂雄・雑賀保至・藤井良



幸：一般演題「セルフマネジメント支援〜コーチングの手法を用いて〜」第 99回大阪透析研究会 2023.9.3 

大阪 

 

 

 ◇その他（講演会等） 

１. 荒木信一：講演「腎臓内科からみた糖尿病性腎症重症化予防について～食事療法と服薬療法の最新の考え

方～」糖尿病性腎症重症化予防研修会 2023.1.21 岩出 

２．荒木信一：講義「糖尿病性腎症の病態とその治療」令和 4 年度和歌山県糖尿病性腎症重症化予防保健指導

従事者研修会 2023.1.30 和歌山 

３．荒木信一：Web講演「糖尿病性腎臓病重症化予防に向けた早期診断と集学治療の重要性」Diabetes Update 

in 和歌山 2023.2.7 和歌山 

４．荒木信一：Web 特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防対策を考える」第 11 回千葉糖

尿病性腎症フォーラム 2023.2.15 千葉 

５．荒木信一：Web 特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病重症化予防対策を考える」第 75 回伊勢原リ

サーチセミナー 2023.2.20 奈良 

６．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防のための集学治療と地域医療連携」Diamond Seminar 

in 十勝 糖尿病性腎症と地域連携 2022.3.8 十勝 

７．荒木信一：講演「高齢社会における慢性腎臓病の重症化予防対策を考える」第 3回 NISHINALA meeting 

2023.3.23 奈良 

８．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防に向けた集学治療の重要性」第 152回聖マリア病院地

域医療支援講演会 2023.3.27 久留米 

９．荒木信一：特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」アークレイ臨床検査セミ

ナー2023 大阪 一般検査の Modern Topics 2023.4.20 大阪 

１０．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の現状と今後の課題」第 22回 Key Point Conference 2023.4.22 和

歌山 

１１．荒木信一：講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防対策を考える」琵琶湖カンファレンス in

大阪 2023 2023.5.27 滋賀 

１２．荒木信一：講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」さくら糖尿病医療連携セミナ

ー 2023.5.30 東京 

１３．荒木信一：Web 講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の集学治療～腎性貧血治療を考える～」腎性貧

血Webセミナー 2023.6.21 埼玉 

１４．荒木信一：Web 講演「糖尿病合併 CKD の重症化予防～現況と今後の課題～」CKD 診療の未来を考える 

2023.6.28 名古屋 

１５．荒木信一：Web 講演「腎臓生理から考える高血圧の病態と治療」第 3 回 Hypertension Conference 

2023.6.29 和歌山 

１６．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための集学治療の重要性」第１１回 Hyogo DM-Star 

2023.7.20 神戸 

１７．荒木信一：特別講演「慢性腎臓病重症化予防のための地域医療連携」CKD 連携 Seminar in 西宮～シー

ルでつなぐ CKD 診療～ 2023.8.24 西宮 

１８．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」第 11 回糖尿病腎症を考える会 2023.8.26 

大阪 

１９．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための集学治療の重要性」第４回高知 DKD セミナー 

2023.9.1 高知 

２０．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための地域医療連携」新宮薬剤師会 学術講演会 

2023.9.7 新宮 

２１．荒木信一：講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」泉州腎と糖尿病を考える会 

2023.9.28 岸和田 



２２．荒木信一：Web講演「CKD の病態と薬物治療～専門医として薬剤師に求める役割～」田辺市薬剤師研修

会 2023.10.5 田辺 

２３．荒木信一：特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える」第 5 回阪神糖尿病 Case 

Conference 2023.10.12 西宮 

２４．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための集学治療の重要性」糖尿病性腎症重症化予防を

考える会 2023.10.13. 岐阜 

２５．荒木信一：特別講演「高齢社会における糖尿病性腎臓病重症化予防を考える」第 10 回腎と糖尿病フォー

ラム in OKAZAKI 2023.11.1 岡崎 

２６．荒木信一：講演「CKD の病態と薬物治療～専門医として薬剤師に求める役割～」新宮薬剤師研修会 

2023.11.2 新宮 

２７．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための集学治療の重要性」第 19 回神戸 CKD・DKD

フォーラム 2023.11.9 神戸 

２８．荒木信一：Web 講演「糖尿病性腎臓病の重症化予防を考える～GLP-1 受容体作動薬の役割と課題～」

GLP-1Web講演会 2023.11.30 和歌山 

２９．荒木信一：特別講演「糖尿病性腎臓病重症化予防のための集学治療の重要性」第 9 回つくば糖尿病治療を

考える会 2023.12.4 筑波 

３０．大矢昌樹：一般講演「CKD 領域における選択的 SGLT2 阻害剤への期待と展望」和歌山腎疾患講演会～

CKD における脂質治療について考える～ 2023.1.26 和歌山 

３１．大矢昌樹：講演「医療連携を通じた CKD 重症化予防」CKD 地域医療連携セミナー in WAKAYAMA～

慢性腎臓病を再考する～ 2023.2.8 和歌山 

３２．大矢昌樹：ショートレクチャー「CKD シールを中心とした医療連携の取り組み」 2023World Kidney 

Day Web Symposium 2023.3.9 和歌山 

３３．大矢昌樹：基調講演「日常診療における慢性腎臓病の栄養管理」日高医師会学術講演会 日高エリア CKD

地域連携勉強会 2023.3.23 日高 

３４．大矢昌樹：Web 講演「透析患者における SHPT 治療-服薬アドヒアランスの観点から-」オルケディア錠

Webカンファレンス～より良い透析医療を目指して～ 2023.7.4 全国 

３５．大矢昌樹：特別講演「これからの CKD・DKD 病診連携-みえてきた課題と展望-」第 5回紀北エリア糖尿

病療養支援ネットワーク 2023.7.8 紀北エリア 

３６．大矢昌樹：Web Lecture「透析患者における良好な服薬管理を目指して―多職種連携の重要性―」明日か

ら実践できる！能力開発講座～各分野のスペシャリストに学ぶ～Vol.20 2021.9.21 全国 

３７．大矢昌樹：Web 特別講演「服薬アドヒアランスから考える腎性貧血治療」腎性貧血連続セミナー～HIF-PH

阻害薬の未来を考える～ 2023.10.3 全国 

３８．大矢昌樹：Web特別講演「CKD 患者の便秘治療の重要性」大阪狭山市医師会勉強会 2023.10.6 狭山 

３９．大矢昌樹：特別講演「和歌山県における CKD 診療連携～地域特性を考慮した取り組み～」～地域医療連

携セミナー～ 新宮市・東牟婁郡医師会学術講演会 2023.10.12 新宮 

４０．大矢昌樹：Web講演「CKD 診療ガイドライン 2023に基づく最新の高血圧治療」海南・有田薬剤師会オ

ンライン研修会 2023.10.26 海南・有田 

４１．大矢昌樹：特別講演「CKD-MBD 治療におけるカルシミメティクスの役割～心血管予後改善を目指して

～」透析合併症治療セミナー～透析 TAVI と CKD-MBD 治療のアップデート～ 2023.10.31 和歌山 

４２．大矢昌樹：講演Ⅱ「糖尿病性腎症重症化予防を含めた CKD 診療連携の取り組み―多職種連携の重要性―」

第 10回奈良市糖尿病をみんなで考える会 2023.11.18 奈良 

４３．大矢昌樹：講演「CKD 診療の基礎と最新の知見～糖尿病性腎症重症克服に向けて～」那賀圏域 糖尿病

性腎症重症化予防対策研修会 2023.11.25 那賀 

４４．大矢昌樹：講演「働き盛りの世代の腎臓病予防対策」全国健康保険協会和歌山支部 保健師・管理栄養士

研修会 2023.11.29 和歌山 

４５．大矢昌樹：講演「服薬アドヒアランスの観点から考える CKD-MBD 管理～多職種連携の重要性～」兵庫

腎代替療法（SDM）セミナー 2023.12.1 神戸 



４６．大矢昌樹：Web 特別講演「透析患者における SHPT治療-服薬アドヒアランスの観点から-」YAMAGATA 

CKD-MBD セミナー 2023.12.18 山形 

４７．山本脩人：Web パネルディスカッション「CKD 患者のカリウム慢性管理について考える」Hyperkalemia 

Management Seminar in KANSAI  2023.7.19 関西 

４８．山本脩人：Web講演「3施設のデータから適応を考える」Value of TCC～今、知りたい、カフ型カテー

テルのすべて～ 2023.9.14 全国 

４９．山本脩人：講演「CKD 治療 Update ～CKD 治療ガイドライン 2023 を踏まえて～」有田エリア CKD 地

域連携勉強会 2023.9.27 有田 

５０．山本脩人：Lecture「地域で取り組む新時代の慢性腎臓病診療」地域で考える慢性腎臓病治療 in 

WAKAYAMA～CKD 早期診断・早期治療を目指して～ 2023.10.24 和歌山 

５１．山本脩人：Web 症例報告「腎代替療法を導入した Fabry 病の１例」Fabry Disease Web Seminar 日常診

療に潜む Fabry 病―早期診断の重要性― 2023.12.1 和歌山 

５２．山本脩人：一般講演「続・AVF のローカルルールを見直す」 第 18 回究道会 2023.12.2 大阪  

５３．山本脩人：Web 特別講演「腎臓内科医からみた GLP-1 受容体作動薬の使い方」GLP-1 Web Seminar 

2023.12.14 和歌山 

５４．山本脩人：Web 症例検討「症例提示①」VAIVT Academy 30th Peripheral Cutting Balloon 座談会 

2023.12.21 全国 

５５．田中佑典：講演「慢性腎臓病（CKD）患者の脂質異常症治療について」パルモディア発売 5 周年記念講

演会～循環器×腎臓のクロストーク～ 2023.12.7 和歌山 

５６．篠﨑宏光：一般講演「当院の IgA腎症治療の現況」腎臓内科医のためのスキルアップセミナー 2023.8.26 

和歌山 

５７．橋本整司：Web 講演「紀南エリアにおける ADPKD について」和歌山 ADPKD 疾患啓発セミナー～早期

発見・早期治療の重要性～ 2023.5.23 和歌山 

５８．北田宗弘：講演「CKD に対する食事・運動療法～糖尿病性腎臓病を中心に～」日本抗加齢学会講習会 基

礎・受験編 2023.2.19 東京 

５９．北田宗弘：Web 特別講演「GLP-1 受容体作動薬を糖尿病診療にどう活かすか？」明日から役立つ GLP-1 

Web講演会 in 和歌山 2023.6.22  和歌山 

６０．北田宗弘：講演「糖尿病から腎臓を守る」第 553回 和歌山市医師会内科部会例会 2023.7.22 和歌山 

６１．北田宗弘：Web 特別講演「糖尿病性腎臓病のトータルケアを考える」糖尿病性腎臓病  Up to date  

2023.8.3 東京 

６２．北田宗弘：講演「糖尿病性腎臓病に対する食事療法の在り方を考える～摂取蛋白質を中心に～」北摂糖尿

病懇話会 2023  2023.11.2 大阪 

６３．北田宗弘：Web特別講演「DKD 診療における運動療法を考える」DKD Special Lecture～歩み続ける糖

尿病診療～ 2023.11.18  全国 

６４．北田宗弘：講演「糖尿病性腎臓病に対する包括的治療のポイント～食事療法を中心に～」第 8回和歌山市

北部糖尿病性腎症を考える会 2023.12.21 和歌山 

６５．根木茂雄：講演「AKI と CKD」 南大阪 Network Forum 2023.4.1 大阪 

６６．根木茂雄：講演「CKD-MBD について-リンのお話しを中心に-」泉州 CKD-MBD Web Seminar 2023.7.19 

岸和田 

６７．根木茂雄：講演「CKD-MBD-過去と現在」泉州臨海 CKD 合併症研究会 2023.11.9 岸和田 

６８．根木茂雄：講演「透析患者の合併症〜CKD-MBD を中心に〜」透析合併症講演会 in和歌山 2023.11.15 

和歌山 

６９．児玉敏宏：Web 講演「当院の HIF-PH阻害薬の使用経験 Up to Date」HIF-PH 阻害薬の使い方を考える

会 2023.11.28 和歌山 

 

 



 ◇研究費交付状況 

１．２０２２年度－２０２４年度科学研究費補助金（基盤研究 C）荒木信一（分担研究者）・横山宏樹：糖尿

病コホート研究による生命・心血管疾患・腎機能の長期予後および時代効果の解析 

２．２０２３年度－２０２５年度科学研究費補助金（若手研究）田中佑典：尿毒症状態における免疫障害に対

するMg 負荷の効果に関する研究 

３．２０２１年度－２０２３年度科学研究費補助金（基盤研究 C）北田宗弘：進行性糖尿病性腎臓病の病態に

おけるシステイニルロイコトリエン受容体１の役割の解明 

４．２０２３年度－２０２５年度科学研究費補助金（基盤研究 C）園生智弘・河上和紀：運動トレーニングに

よる骨格筋αKlotho の発現増加とその意義の解明 


